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第 学年 組 技術 家庭科 技術分野  学習指導案 

 

指導者 草野 正義 

 学習のくく エネ を生かす 時間  

 

 共通テ マを軸 教科カ ュ ムの構想図 

 技術分野 年間 め す姿 

○ い生活や社会 基礎的 知識 技能 身 ，自 進 工夫 新 い価値 創造

生徒 

○ い生活や持続可能 社会 構築 いう視点 ，自 課題 見 解決策 構想 ，実際

見直 や改善 図 課題 解決 生徒 

技術分野 年間の共通テ マ 

 

  

 

 

  

 

 

  

 

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

  

 

 

い生活や持続可能 社会 築い い 技術 生 方 自 あ 方  

年 
年 

年 

材料 加工 生物育成 エネ 変換 情報 

高度情報社会をいき Ｄ

○情報社会 支え 技術，情報 ラ ， 作品 設計 制作

著作権や個人情報 配慮 ，郷土 Ｗｅｂ 発信 う

いの をい く ７  

生活や社会 生物育 技術
 

◯社会を支える栽培技術 

◯栽培 適した環境 

◯収穫物の活用 

 

ワンチップ マイコンの世界 10  

社会 発展 情報 技術 可能性  

◯様々 プロ ラ ン  

◯ イコンボ を用いた制御 

 

エネ を生かす 21   

ネ 変換 技術 将来 展望  

◯エネル 資源と利用 ◯電気回路の配線 

◯電気機器の製作と保守点検 

◯エネル を伝達 変換させるしくみ 

◯情報の処理と自動化 

材料 学ぶ 30  

材料 加工 技術 社会 環境
生  

◯木材を用いた作品の設計と製作 

◯製作品の機能と構造 

◯加工と接合の方法 

 

高度情報社会を生き 15  

情報 化
 

◯情報社会を支える技術 

◯ネッ ワ と情報モラル 

◯ ジ ル作品の設計と制作 

い生活や持続可能 社会 築い い 技術 生 方 自 あ 方  

未来の社会を生き 私   

技術 私 生活 う 変え い う  

◯技術 家庭科を学ぶ意義 ◯生活や社会 おける技術の役割 ◯今も生きる先人の知恵 

学習のくく 名 

共通 マ 
学習内容 
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 学習のくく エネ を生かす つい  

学習の構想表 

                 育 資質 能力 要素  

      学習活動               階層  

線部 本時 学習場面  

知識  情意 

内
容 

方
法 

認
知 

身
体 
社
会 

興

関 

追
究 

ン 

ネ

ー 

知

 

  

共通テ マ 共通課題の理解  

○ ネ 変換 技術 進展 社会 変化 い 現
状 知 ，自 生活 ネ わ い
考え 。 ，共通 マや共通課題 い 理解 。  

本時 ／  

  

－    

  

学
習

15

 

技
術

社
会

環 

境

関

(
)
 

◯ ネ 変換 技術 活用 身近 電気機器 組
理解 ，簡易型掃除機 製作 。  

    
   

    

○発電模型 操作 通 ， ネ 相互
変換 組 説明 。  

   －    

○様々 発電 利点 点 理解 ，最適
考え 択 ，そ 理由 説明 。  

   －    

ネ

ー
変
換

技
術 

問
題
解
決

10

 

◯電気 ネ ，熱，動力，信号 変換 利用
組 ，機器 動作原理 説明 。  

   
－    

   

○ ッ ボ 用い Ｌ 点灯回路 配線 ，電
気回路 基本的 組 構 い 。  

    
   

    

○家庭 電気 ネ 全 扱う 組 理解
，実際 電気 事故 防 方法 。  

   
－    

   

〇社会 中 あ 機械 動 再現 ，動力 伝
組 い 。  

   
－    

   

○Ｌ 点灯回路 , 色 変化 ラ 組
込 技術 改良 応用 い 考え 。  

   
－  

 

     

○製作 簡易掃除機 課題や改良点 考え,目的 合
製作品 設計 製作 行う。  

      

〇回路計 用い ，実際 製作 電気機器 保 点検
行う。  

    
   

    

追
究

学
習

 
追究課題の設定  

○共通課題 追究課題 設定 。  

学習 追究課題 明確 ，追究方法 考え 。 
  －    

追究活動 交流活動  

○社会 伝え 内容 吟味 ，実際 使用
構想 提案 。  

  －    

学
習

 

振 返 の記述 振 返 の記述の交流  

○ 学習 振 返 ，共通 マ 対 自己
最適解 ，仲間 交流 通 考え 深

。 

期待す 生徒の表  

生活や社会 ， ネ 変換 技術 わ 多様
視点 捉え， 技術 最適化 方法 自

考え い 。 

い生活や持続可能 社会 構築 いう視点 ，
未来へ 新 改良や応用 い 伝え合 い 。 

ネ 変換 技術 わ 課題 見い ，解
決策 具現化 ，実際 製作や改善 通 解決

。                
 

  －    
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学習のくく め す生徒の姿 その姿 迫 めの具体的 手  

々 ， 生活 便利 ，様々 や 生 出 ，そ 過程 中
ネ 変換 技術 進歩 ，生活 質 向 や産業 変革 う 。現代 人々

生活 巻 環境 全 ， ネ 変換 供給 大 電気 ネ 支え
い 言 過言 い。そ 反面，大 電気 ネ 生 出 ，多

化石燃料 利用 ，地球 温暖化や大気 汚染 ，地球環境 悪影響 及
事実 あ 。 ，消費者 快適 生活 享 目 向

，そ 生活 影 支え い ネ 変換 技術 対 関心 低い。生徒 生 い
世紀 い ，技術 社会や環境 わ や，持続可能 社会 築い い いう視

点 考え，私 既存 技術 加え，新 技術 対 適 評価 利用 ，改善
点 見い 改良 い 態度 求 。  

そ ，本学習 ，社会 要求， 全性，環境負荷や経済性等 着目 ，技術
最適化 目 育 い 。 ネ 開発 技術 ，人々 便利 生活
向 目的 あ ， 影 あ ，技術開発 地球環境 相互 影響 あ
い いう 気 い。 ， 全へ 配慮や，環境 対 負荷 考

慮 ，開発時，利用時，廃棄時，緊急時 対応 常 意識 広い視 身
い。 ，日進 歩 進 新 い ネ 変換 技術 現状 い ，利用者

開発者 両方 立場 え，優 点や問題点 見い ，未来 向 一歩 考案
方法 生 出 ， ネ 変換技術 将来 向 展望 抱い 欲 い 考え 。 

そ ，本学習 生徒 姿 う 設定 。 

ネ 変換方法 い 理解 ，機器 保 点検 事故防止 う
，持続可能 社会 目指 ，多様 視点 ネ 変換技術 客観的 評価 改善
う 生徒 

生活や社会 ネ 効 活用 機器 設計 製作 通 ，製作品 組立 調
整 ，目的や条件 即 製作品 機能 構造 工夫 生徒  

本学習 ， 記 目指 生徒 姿 迫 ， 学習活動 組 。  

， ン 身 回 あ ネ 変換 技術 使わ い 考え ，
ネ 今，自 生活 い い 実感 。そ 際，

ネ 変換 技術 利用 製品開発 変 様子 提示 ，今後 技術開発
向 う 連想 。 学習計画表 示 ，今後 学習活動 い 確認
共通 マや共通課題 提示 ，本学習 教科観や見識，世界観

い 。  

学習 ， 技術 社会 環境 関 ネ 変換 技術 問題解決
いう 視点 提示 。 ， 段 生活 使用 掃除機 ，身近 材料 用い 実
際 製作 。 ，学習内容 見通 ，製作 意義 考え
え 。 ，様々 発電 組 や特徴，実際 電気機器 原理 理解 ，

意図的 生徒 実物 操作 機会 設 。電気回路 学習 場面 ，私 生活 身
近 Ｌ 用い， 点灯 電気回路 配線 行う。 時，基本的 回路 学習

，情報 技術 内容 あ ラ 組 合わ ，私 生活 複数
技術 相互 関連 合 い 実感 。学習全体 通 ， い生活や社会

向 課題 提示 ， 技術 進歩 多様 見方や考え方
，生徒 主体的 学習 進 う 場面 設定 。 ， や 内 互い
要点 確認 合え う ッ 表 準備 ，課題解決や製作 各場面 い 者 協働

的 学習形態 生 出 う 。 

，学習内容 共通 マ 対 気 記入 ，そ 答え 積
，自己 変容 自覚 考え 深 。そ 学習 自 考え

深 ，共通 マ 対 最適解 見い い 。 
本学習のくく の共通テ マ 共通課題 

共通 マ 
本質的 問い 
階層  

ネ 変換 技術 将来 展望  

共通課題 
研究開発 進 新 い ネ 変換 技術 ， い
生活や持続可能 社会 構築 いう観点 ，未来 向 技術 提案
う。 

 

 本時 つい 本時 ／  

本時の目標 

生活や技術へ 関
心 意欲 態度  

ネ 変換 技術 進展 い ，各時代 掃除機 解 ，そ
構造 比較 考え ，様々 視点 自 考え 見い そ
う い 。              ェ  

生活 工夫 創造
能力  

ネ 変換 技術 進展 生 出 電気機器 構造 特徴 改良
点 ，複数 製品 比較 ， 者 意見交換 考え

。             ェ  
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学習過程 

●生徒 活動 ※期待 生徒 表  支援 留意点 ○支援 ◇評価 

●身近 ネ 変換技術 変

一例 知 。 

● ネ 関 語 定義

え 。 

●自 生活 ネ 用い

電気機器 挙 ，そ 電力消費

知 。 

●学習課題 確認 ，本時 学習 見

通 。 

 

 

● 人 ， ～ 段階 掃

除 具 び掃除機 特徴(長所 短

所)，機能，工夫点 ，発表

。 

手動( う ，粘着， ッ ) 

電動(吸引パッ 式，吸引サ ン式 ) 

電動( ラ 自動運転) 

 

 

 

 

 

 

● ネ 変換 技術 発展 際

視点や考え方 。 

※ ネ 変換 技術 進展

い ，各時代 掃除機 解 ，

そ 構造 比較 考え

，様々 視点 自 考え

見い そう い 。 

※ ネ 変換 技術 進展 生

出 電気機器 構造 特徴

改良点 ，複数 製品 比較

， 者 意見交換

考え 記述

。 

● ネ 利用 変 示 ラ

蒸気機関，発電機 模型 見

，生活や社会 変化 確認 。 

 

 

 

●本時 学習 振 返 ，共通 マ

い 考え や気 い

学習計画表 気

記入 。 

 

明 技術(白熱電球，Ｌ 電球 ) 挙

ネ 変換技術 変 一例 提示 。 

ネ ， 事 能力 , 事 変

換 資源 意味 い 確認 。 

ネ やそ 変換技術 生活 不可

い ， ラ 用い 実感 。 

電気機器 電力消費 示 資料 提示 。 

 

 

 

 

実際 掃除 具 掃除機，動作 様子 示 映像

資料 用意 。 

掃除機 解 内部 構造 確認 う

。 

◯考え い ，掃除方法 原

理，機能付加 目的や背 ， いう視点 考え

うう 。  

◯長所 挙 い ，逆 短所 い

問い ，以 視点 気 う 。 

性能(吸引出力，付加機能) 

 経済性(本体価格，電気代) 

 省 ネ (環境負荷， ネ 変換効率) 

 利便性(使いや ，工夫，手軽 )  

ワ 内容 自 考え ，

記述 う指示 。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒 発表や記述 ふ え，産業革命，環境へ 規

制，Ｉ Ｔ技術 発 等 ネ 変換技術 進

展過程 転機 あ 付 加え 。 

早期 電気自動車 低出力 及

挙 ， ネ 変換技術 向 社会 要求 大

わ い 伝え 。 

本学習 共通 マ 対

う 気 得 ， 気

振 返 記入 。  

 

◇本時 目標 い ，※印 う 生徒 表 見

。 

ネ 変換 技術 発展 い ， う 工夫や視点 あ う 。 
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